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加齢性難聴者補聴器装用モニター助成実証事業の実施 
 

～加齢性難聴者の社会参加を促進し、生活の質の向上、健康寿命の延伸を図る～ 
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◇聞き取る能力の衰え（ヒアリングフレイル）は、65歳から急激に増加する傾向にあり、一人暮

らし高齢者の増加や新型コロナウイルス感染症による外出自粛の影響が残る中、コミュニケ

ーションの低下や外出機会の減少など閉じこもりやフレイルが生じる要因となっている。 
 
◇補聴器の装用については、経済的な負担のほか、使い始めのフィッティングによる煩わしさ

などが課題とされている。このため、市と補聴器相談医や認定補聴器技能者が連携し、補聴

器装用モニター助成実証事業を実施することで、経済的負担を軽減するだけでなく、フィッテ

ィングや継続的な装用を支援するとともに、聞こえの改善や装用頻度の確認、社会活動の参

加状況などの行動変容についても検証する。 
 
◇補聴器相談医や認定補聴器技能者との連携体制を構築し、高齢者の難聴対策の予防から

受診の勧奨、補聴器の装用及び継続使用に向けたフォローまで一体的に取組む。 
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